
（別添１） 

 

調査時点において販売されていた軽油の硫黄

分濃度は概ね35ppmであることから、50ppm以上を

示したものは重油との混和の疑いがもたれる。 

全国の自動車検査場における軽油抜取調査の結果 

（平成１５年１０月 国土交通省調査）

［硫黄分濃度の分析結果］ 
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